
『妓楽踏舞譜』考

丸 茂 美 恵 子

 「妓楽踏舞譜 」は、嘉永7年(1854)に 、初代西川 鯉

三郎によってまとめられた舞踊譜である。まず、この譜

のもつ意義を、伝書 とい う立場から内容 を眺めると、大

別 して次の4つ のことが言えよう。

 1「 妓楽踏舞譜 」の中の振は四代目扇蔵の振 を伝 え

 るものが多い。

 「妓楽踏舞譜 」は、その譜 目の技法の説明に、詞章 を

引用 し、それに当たる振で紹介 している所があるが、こ

の振が、初代鯉三郎の師である四代目扇蔵の伝えるもの

を含んでいるのではないか、という根拠 となる点を三つ

あげると、

 (1)「西川流秘伝書」の「西川之流」に次のように記

 されている。

 西川扇蔵 初代

 西川扇蔵 二 代目

 西川扇蔵 三 代目

 西川鯉三郎 四 代目

 この系譜は、舞踊史上でいう西川扇蔵の二代目 ・

 四代目・五代目の次に、西川流の四代目 としてあ

 る。西川流の系譜から判断して、振付師 としての

 実績がなかった初代と三代目を抜いてあるのは、

 自己の振付師としての正統性を強調 してい ると推

 察 される。

 (2)「西川流秘伝書」 を授与したのは、文久元年(1

 861)で あ るが、万延元年(1860)に 、五

 代 目扇蔵が没 している。この五代目扇蔵家元就任

 について、西川流では継承争いがあったらしい。

 こ ういう理由から、初代鯉三郎には、正統な西川

 流継承者 としての自負が窺える。

 (3)後年 の諸本による名古屋西川流の作風は能 ・狂言

 か ら取材 したものが多い。また初代鯉三郎の芸風

 も、傾向として、淡々としていて、きっちりとし

 た ものであるのに対 し、伝書に引用 されている曲

 は、芝居が下手であると評判された初代鯉三郎の

 不得意と思われる曲が多い。

 従 って、「妓楽踏舞譜 」の中の振はその多 くが、四代

目扇蔵の伝えるところのものと推定できる。なお、作品

は、西川流、および、扇蔵空白時代の藤間流(四 代目扇

蔵はもと藤間勘助 といって藤間流の人であった)の 振付

作品も多いのに留意 したい。

 2.「 妓楽踏舞譜 」は舞踊譜 というより伝書としての
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形で伝承 された。

 前項 でも見てきたように、「妓楽踏舞譜 」は、舞踊譜

であ りなが らも、奥許 しとして伝わったため、伝承性が

無視できない。

 「精練懇到者不敢伝之云爾」、これは「妓舞譜序」の
一節である。(古く からあった譜をまとめは したが)技

術を練磨 して充分ゆきとどいた者には敢 えて教 えない、

とい う内容であるが、やは り、この「西川流秘伝書 」も、

他の芸道などにも見られる伝書と同じ立場 をとっていた

らしい。技術の鍛練者は、その技法 ・規則や用語等は、

知 らず うちに身についていて、ことさらには、言われた

り、伝書 を見たりは しないが、そうした場合に、はじめ

て痛感するもので、特に舞踊のように身 をもって体得す

る芸は、その感が強い。従って、重大なものであり、一

面に祀 りあげ られて見失 う傾向も強い。 この伝書が、現

在 は二冊 しか残っておらず、「家の大事なものとして奥深

くに しまってあったが、戦災で焼失 してしまった」 とい

うこともうなづける。

 さてまた、伝書の立場 をとった「妓楽踏舞譜 」の視点

に一層のメスを入れると、次のことが言 えよう。

 (1)二代 目扇蔵が四代目岩井半四郎 と姻戚関係があり、

 四代 目扇蔵に九代目市川団十郎が師事 したところ

 か ら、蚊岩井""市 川流"と い う譜目を設けてあ

 り、他流の技法を丁重に扱っていて、流派間の礼

 儀 を尽 していることがわかる。

 (2)譜目の分類や構成から、振付上の便宜や振の根本

 的な解釈 を知ることができ、日本舞踊を単元 とし

 て とらえることの重要性 を認識させられる。

 (3)当時、術語として使用されていたと思われる譜目

 があるばかりでなく、それを説明 している文章の

 中には、現在では忘れられてしまった舞踊や音楽

 の術語があ り口承の跡を文字で知ることができる。

 3.「 妓楽踏舞譜 」の内容には振付術が含まれている。

 「妓楽踏舞譜」の中の譜目は、ひとつの譜目が必ず し

もひとつの技法を指定 していない(理 由省略)の だが、

抜法のうちでも当面の関心事である、前項(2)の考察の結

果をまとめると、次のようになる。

 (1)分類 による振付術。例えば、「出端の部」「瞭目之部」

は整然 と分類 されている。また、女形の技法も、女上五

 女 中五 色ノ下五 花 ノ五 五 ツ という別名でま

とめられている。

 (2)技法の心根による振付術。「修羅 之部 」の"狂"は 、

ふたつの技法があるが、そのどちらも心根は、人間以外

のものが何かに執着するということである。逆に、"更坐

就"と い う譜目は、普通に構えることを指 している時と、

白拍子の役で構える時とを別に扱っているので、同 じ名

称でも、譜目はふたつ設けてあるのである。

 (3)形か ら納得させる振付術。例えば、「娩の部」の 娘女

郎"は 、懐手をすることである。〈三 っ面子守〉の、へ八

つや り手の目顔をしのぶ… で、名古屋西川流の古い振で

は懐手をする。

 要するに、舞踊の技法 を単元としてとらえることは、

振付や稽古にメリジトがあったろうことは言 うまでもな

いが、そういう術語が現在では、 どんどん失われている。

 ここでは、伝書の立場で「妓楽踏舞譜」をとらえてみ

たが、結果的には、舞踊譜としての価値 をみてきたこと

になった。

 以上、「妓楽踏舞譜 」を私見を混えて述べてきたが、自

己の技術の力量不足も認めるが、「動き」 というものが形

として残らないものということで、この譜目の技法があ

くまでも外部の説明に終ってしまうことが残念である。

譜目の一覧表については、「季刊 舞踊研究 」第四号(駒

井企画 ・昭和52年10月25日 発行)に 掲載 した。技法につ

いては、第五号(昭和53年2月25日 発行)以 降に、可能な

かぎ り紙面化 して連載の予定であるので、参考にされた

い。

表 「妓楽踏舞譜 」の譜目の一例

日本舞踊基本練習

 について

花 柳 千 代

 私 は昭和52年 の夏、アメ リカの大学UCLAに おける

Summer Sessionの 企 画「アジァの舞踊」に講師とレて

招かれ、6週 間にわたって私の考案 した「日本舞踊基本

練習 」を外国人に教えた。

 この企画は、アジァの舞踊 ・音楽を実習 しているのを

特色 とするUCLAの ダソス部のジュディ・ミトモ助教

授が立案 し、ジャワ・朝鮮 ・雅楽 ・日本舞踊 ・イソド・

バ リ・ガメラソなどアジアの舞踊 と音楽を集めて、それ

ぞれ1日1時 間半ずつ、6週 間にわたっておこなわれた。

「日本舞踊基本練習」を講習させることに したのは、こ

の基本練習が日本舞踊の動きの基本を短い動作に分解 し

てあるので、日本舞踊を体得するための入口として適当

であると考え、さらに「娘道成寺 」と「雨の五郎」によ

って日本舞踊の作品の一端にも触れ られるように した。

しか し前者の出を稽古するだけで、思わぬ時間を要 し、

後者はカリキュラムハらはずさざるをえなかった。

 日本舞踊のお稽古は簡単な動きの作品から入 り、一っ

一つを仕上げて積み重ね、基本的な「動 き」「形」を知

らず知 らずに身につけ、上達 して行く修業方法をとって
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いる。

 同 じようなお稽古ごとで、例 えば、油絵ならばデッサ

ン、ピアノならば教則曲、バ レーならば基本動作、その

他スポーツでも皆、この基本訓練に多くの時間がかけら

れる。

 しかし、日本舞踊には、これ らと同 じような基本がな

かった。

 日本舞踊を稽古する人には、教養のため、趣味のため、

専門家を志ざす人達といろいろある。今の稽古は教える

人にも、習う人にも時間的な制約が多い。出来るだけ短

時日に修得 し、効果的に上達するためにと思ってこの基

本練習を考えた。

 日本舞踊には数多 くのす ぐれた作品が残 されており、

その独特の「動き」「形」が伝承されている。日本舞踊は

元来、ことばとともに表現され、無限といってよい程の

動きがある。

 この基本練習は、日本舞踊 をことばのない"身 体の動

き"と して捉え、その基本となる動作や形、例 えば姿勢・

御辞儀 ・構え方、身体の各部位 による表現、歩 く・すべ

る、拍子、扇子などの表現を単純化 し、系統的にまとめ、

整理 してある。

 児童用として、童謡曲にこの基本練習の振 をつけた9、

基本練習を組み合わせて、一つの作品を作った り、日本

舞踊をむつかしい、覚えずらい、と思っている人に、一

人でも多 く理解 し、親 しんでもらいたいと思っている。

 ここで、アメリカでの夏期講習のカリキュラムを掲げ

ておく。日本舞踊は10時30分 か ら12時 までの時間が 割あて

られ、講習に際 しては5分 の休憩をはさんで二分 した。

第1週 1 2

 6・27月 舞台の姿勢 ・座る立つ 女の歩き方一 

・おじぎ ・着物のこと

 6・28火 女の歩き方 女の歩き方二

 6・29水 女の歩き方 手 と腰

 6・30木 手と腰 目 と首と肩

 6・31金 目 と首 と肩 今 までの復習

第2週

 7・5 火 すべ9方 す べ り方 ・歩き

 7・6水 すべ り方三 扇子一 ・二

 7・7木 扇子 拍子一

 7・8金 拍子一 拍子二

第3週

 7・11月 拍子一 ・二 今までの復習

 7・12火 拍子一 ・二 二本扇子

 7・13水 扇子二本一 ・二 女 の歩き方

 7・14木 手 と腰 ・目と首 と肩 す べり方

 7・15金 拍子 道成寺よ り

 7・16土 リサイタル 日本舞踊 一花柳千代

第4週

 7・18月 目と首と肩 ・歩き方 道成寺より

 7・19火 手 と腰 一 すべ り方 〃

 7・20水 拍子 ・扇子 "

 7・21木 復習 道成寺より

 7・22金 〃 〃

第5週 一

 7・25月 男 の基本一 金 太郎

 7・26火 復習 復 習

 7・27水 男 の歩き二 男の歩き三

 7・28木 男 の歩き方 道成寺より

 7・29金 道成寺より 〃

第6週

 8・1 月 男 の基本 〃

 8・2 火 女の基本 〃

 8・3 水 基本通 し 〃

 8・4木 基本通 し 〃

 この講座を受講 したのは、大学で舞踊を勉強する学生、

および教師、ア メリカで日本舞踊を踊 る日本人、またモ

ダン ・ダンス、バ レーのダソサー達であった。

 従来の基本練習のプログラムを今回のために特に手直

した点は、手の動きで、1舞 の手、2踊 り手、3に ぎり

手、4わ し手、5遊 び手、6飾 り手、のあとに、くねり

小手、かい ぐりだけのゆっく9し た手の基本をつくった

こと、また、日本人の場合 には、上半身の動き一目・首・

肩一から入る基本練習を後に して、今回は下半身の動き
一歩き方 ・すべ り方一から入ったことであった

。

 日本舞踊の動きの実際に入る前に行儀作法やゆかたの

着方 を修得するように心がけた。前半の女の基本が稽古

にさほど困難 を感 じなかったのにくらべて、後半の男の

基本は外国人にとってむずか しかったらしい。それは外

国人の身体的特徴一腰が弱 く足が長いために、重心の置

き所が日本人ではヘソが中心となるのに、外国人は股が

中心 となり、腰 を落 して、足 を割ることが苦手であった。

 前半のカリキュラムを終了して、日本舞踊の作品に導

入しようとしたが、三週間 を費や しても実効はあがらず、

作品の世界 を垣間見させた成果にとどまった。しかし、

私の講習 とは別に、ポモナ大学のプロンコ先生がレクチ

ャーで、「五条橋」を採 り上げ、弁慶 と牛若丸の化粧 ・扮

装を実演 してみせながら、作品を解説し、舞台で踊って

みせたのは、日本舞踊の理解に大変役立ったようだ。
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